
   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０７００１ 】 
 

 

 

ローム株式会社 京都駅前ビル 

 
 

 
 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 LSI 商品開発、国内外営業等 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・さんぱい適正処理･3R では、｢廃棄票｣の貼付、廃棄場所の区分･

明示、e-ラーニング等による分別廃棄の徹底をしている。また、

書類の電子化推進や電子マニフェストの導入、古紙･金属の有価

売却、備品什器マッチングシステム等による減量化等に取り組ん

でいる。 

・環境負荷低減では、太陽光発電・再エネ電力調達による 100％再

エネ化や、「DO YOU KYOTO？」プロジェクトの統一行動ライ

トダウンに参加、雨水を再利用した屋上緑化等の推進。また、フ

ードバンクへ備蓄食料品の寄付を実施して 3R 推進・環境負荷低

減に取り組んでいる。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・ワークフローシステムの活用や電子データでの保存によるペーパ

ーレス化により、紙の減量化を行っている。 

・消費電力について、2021 年 4 月から再エネ電力を調達し、従来

からの太陽光発電も含めて、100％再エネ化を実現している。 

・毎月のエネルギー消費量や廃棄物の排出量を前年度と比較検証

し、社内環境部門へ報告するシステムを構築している。 

・屋上の緑地化、全館 LED 照明、厨房機器オール電化など、様々

な環境負荷の低減に取り組んでいる。 
 

認定履歴 
R02、03、04、

05(シルバー) 

所 在 
下京区塩小路通烏丸西入 

東塩小路町５７９－３２ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員     ４４８人 

敷地面積  １，０５４㎡ 

延床面積  ９，４６１㎡ 

ローム株式会社のページ 

（外部リンク） 

https://www.rohm.co.jp/


 さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０７００２ 】 
 

 

 

清水長金属工業株式会社 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
金属表面処理分野のめっき処理技術（電気めっき、無電解めっき、化成処理、研

磨・ブラスト）の提供 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・廃掃法遵守（①廃棄物管理：保管場所明示・分別・識別・状態の見える化、②

処分先管理：許可証、電マニ進捗・処分場情報管理）を継続して行っている。 

・令和4年度、全国鍍金工業組合連合会より、優良環境事業所の認定を受ける。 

・エコアクション21を基軸に、環境方針のもと、環境負荷低減活動を10分科会

（推進グループ）に託し、社員全員参加型での 3R（発生抑制、再使用、再利

用）活動を継続・実施しており、プラスチックごみの分別活動による RPF 等

固形燃料化や、各家庭におけるエコバック使用のPR活動など、様々な取組を

行っている。 

 

＜京都市の講評＞ 

認定履歴 
R03、04、

R05(シルバー) 

所 在 南区西九条高畠町３１ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ５３人 

敷地面積  ３，５７０㎡ 

延床面積  ３，６４１㎡ 

清水長金属工業株式会社のページ 

（外部リンク） 

調査の結果等に

関すること 

・エコアクション 21 を基軸に、自社環境方針のもと、環境負荷低減活動を 10 個

の分科会(推進グループ)で継続・実施している。 

・処理液の長寿命化等を行うことにより、化学物質使用量の削減を行っている。 

・電マニについて、廃棄物分類名称欄に処分方法を記載することで、廃棄物がどの

ように処分されたかを把握している。 

・廃プラの分別をしっかり行うことで、総排出量は減少している。また、可能な限

り廃プラを固形燃料とするよう取り組んでいる。 

・ボイラーに保温材を巻くなどして、放熱防止効果を高めている。 

・令和５年度に京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定（環境保全創造 

課が実施）を受け、緑化活動を行っている。 

https://www.shimizucho.com/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7003 】 
 

 

学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
管理栄養士科、栄養士科、診療情報管理士科、医療事務・医療秘書科 

の専修学校 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・校舎が観光地にあり、外食できる環境も限られて、教職員、学生とも  

 コンビニ弁当の利用が多く、プラ容器は水洗いをしてから分別廃棄し 

ている。 

・学生全員を巻き込んだ、環境にやさしい取組を推進していて、紙の使

用軽減ポスターコンテストや、姉妹校横断の食品ロス削減レシピコン

テスト、リサイクルブックフェアなど SDG's活動を展開している。 

・毎月第3水曜日に衛生委員会を開催し、廃棄物の実績報告と、適正な

廃棄についての啓発を実施している。 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・2R及び分別・リサイクル活動優良事業所認定を受けている。 

・ごみ箱に廃棄物の品目や詳細な説明を記載したものを貼付することで、

徹底した分別を行っている。 

・食品ロス削減レシピコンテストを開催し、食材を無駄にしない、環境

に配慮した取組を実施している。 

・ペーパーレス会議や裏紙の使用、一部教材の WEB 化など、紙ごみ削減

活動に継続して取り組んでいる。 

・SDGs コンテストとして、全学生を巻き込んでムダ紙発生防止やペーパ

ータオル使用抑制を呼びかけるポスター作成コンテストを開くなど環

境啓発活動を積極的に行っている。 

 

認定履歴 R06 

所 在 
右京区嵯峨天龍寺瀬戸川町１８

－３９ 

業 種 教育、学習支援業 

規 模 

教職員１０６人、学生４２２人 

敷地面積   ２，９９９㎡ 

延床面積   ４，８０５㎡ 

学校法人大和学園 京都栄養医療専門学校のページ 

（外部リンク） 

https://www.kyoto-eiyoiryo.ac.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０７００４】 

 

 

福田金属箔粉工業株式会社 本社・京都工場 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 金属の箔及び粉末の製造販売 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・2000年に ISO14001を取得している。 

・金属箔の端材を溶解し、再度原料として使用している。 

・マテリアルリサイクルできない廃プラについては、業者に処理委託（固

形燃料化）している。 

・硫酸銅廃液を水酸化銅にし、脱水したものを銅スラッジとして有価売

却している。 

・金属（有価物）類、ダンボール、コピー用紙は、リサイクル業者に処

理委託している。 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・３Ｒ支援センターによるゼロエミッションアドバイザー事業を活用し、

廃棄物の削減に努めている。 

・金属箔の端材を溶解し、再度原料として使用するなど、３Ｒを意識し

た活動に取り組んでいる。 

・廃プラについては、極力固形燃料とするよう処理委託することに努め

ている。 

・硫酸銅混じりの廃液を中和して水酸化銅にし、それをフィルターにか

けたものを銅スラッジとして有価売却することで、500ｔ以上の廃棄物

減量化に成功している。 

 

認定履歴 R06 

所 在 山科区西野山中臣町２０ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員     ４５６人 

敷地面積 ７１，７４８㎡ 

延床面積 ３７，３４９㎡ 

福田金属箔粉工業株式会社  

本社・京都工場のページ  

（外部リンク） 

https://www.fukuda-kyoto.co.jp/
https://www.fukuda-kyoto.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【07005】 
 

 

 

株式会社ワコール 本社 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

  

＜事業場記載欄＞ 

事業概要 

インナーウェア（主にファンデーション、ランジェリー及びナイト

ウェア）、アウターウェア、スポーツウェア、その他の繊維製品及

び関連製品の製造、卸売及び製品の消費者への小売等 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・製品の端材を使って、アクセサリー作りをしてもらう取組を小 

学生向けに行っている。  

・令和７年１１月２２日の循環フェスに出店し、端材を用いたア 

クセサリーづくりや端材の販売を行った。 

・工場における製品製作時に再生繊維やリサイクル糸といった環 

境配慮型素材を用いている。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・本社が主体となって、３Ｒの取組をサプライチェーン全体で管理

している。 

使用済製品を店頭で回収し、新たな繊維製品に生まれ変わらせる

取組をしている。  

・令和６年度の本社における廃プラスチック等の産業廃棄物リサイ

クル率は、令和６年度で約９０%を達成している。 
 

所 在 
京都市南区吉祥院中島町 29

番地 

業 種 製造業 

規 模 

従業員    ３,４７９人 

敷地面積  １１,２８８㎡ 

延床面積  ３２,４５９㎡ 

株式会社ワコール 本社のページ 

（外部リンク） 

https://www.wacoalholdings.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7006 】 
 

 

 

有限会社アドバンク 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 

食品スーパーマーケットの新聞折込チラシに特化した企画、制作、

印刷及び新技術へのチャレンジ精神と制作ソフト開発や AR アプ

リ開発など、常に新しいサービスを製作 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・紙コップ自動販売機の設置、紙製備品の積極購入、インキ缶のリ

ユース、コピー用紙裏紙利用、印刷ヤレ分別による完全リサイク

ル、アルミ板の完全リサイクル、インキ特練機導入（芝橋 RW-1）

による廃インキゼロ、CTP 現像機の無現像タイプ切替による廃

液ゼロ、廃油について分離機の使用、インキ・溶剤などの資材に

ついての環境製品の積極購入、低公害営業車の導入、全照明の

LED 化とセンサーライトの導入、環境保護印刷ゴールドプラス

取得など、積極的に 3R 等環境問題に取り組んでいる。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・オフセット輪転機における、LED-UV 印刷を国内で初めて導入

し、省エネ大賞中小企業庁長官賞を受賞している。 

・環境に優しいベジタブルインキ(植物油インキ)や、揮発性有機化

合物が 1％未満である VOC フリーインキ等を使用することで、

環境負荷の低減に貢献している。 

・紙の積極的な分別や裏紙の再利用を行うことにより、紙ごみの削

減を行っている。 
 

認定履歴 
R03、04、

05(シルバー) 

所 在 南区吉祥院嶋野間詰町５２ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ２２人 

敷地面積    ７６４㎡ 

延床面積    ７２３㎡ 

有限会社アドバンクのページ 

（外部リンク） 

http://www.adbank.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07007 】 
 

 

 

ニデック株式会社 本社 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 

モータ事業を中心に、「回るもの、動くもの」に特化したモータの

応用製品・ソリューションを手がけている。本社では、グループの

経営戦略策定、人事・経理・法務などの管理業務等を行っている。 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・オフィス内の廃棄物保管場所を集約し、分別方法を掲示によって

可視化している。 

・全フロアに分別基準表を掲出し、従業員教育を継続的に実施して

いる。 

・小学生を対象にモータを活用した体験型の環境授業を実施してい

る。 

・ISO14001 の認証を取得し、環境管理体制を構築しており、改善

を継続的に行い、環境パフォーマンスを向上させている。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・社内で主に発生する不用品を１３種類に分類し、その種類ごとに

写真を添付し視覚的に分かりやすくすることで分別を徹底して

いる。 

・空調を GHP(ガスヒートポンプ)エアコンから EHP(電気ヒートポン

プ)エアコンに交換し、エネルギーの効率化を図っている。 

・窓ガラスにルッソコーティング(先端ガラスコーティング技術)

を施し、遮熱・省エネの取組をしている。 
 

認定履歴 H26、27、28 

所 在 
京都市南区久世殿城町 338 番

地 

業 種 製造業 

規 模 

従業員     ６２３人 

敷地面積  １８,６５０㎡ 

延床面積   ３６,１１９㎡ 

ニデック株式会社 本社のページ 

（外部リンク） 

https://www.nidec.com/jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07008 】 
  

 

 

株式会社半兵衛麸 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 麸、ゆばの製造販売及び飲食店・博物館の運営 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・廃油、段ボール、コピー用紙等は、リサイクル業者に処理委託している。 

・コピー用紙削減のため、DX化によるペーパーレスを推進している。 

・太陽光パネルの設置・LED照明への順次切替を行っている。 

・環境負荷の低減だけでなく、庭園・お辨當
べんとう

箱の展示物を一般公開し、食文

化や繰り返し使用して容易に廃棄しない心を育んでいる。 

 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・エネルギーの節約、ごみの分別・削減といった、一人ひとりができること

から実行し、廃棄物分別の強化を図るなど、環境意識を高めている。 

・動植物性残渣について、周囲の環境に合わせて廃棄物保管庫の見直しを行

い、堅牢なものに変更することで悪臭対策を講じるなど、環境や地域に配

慮した取組を行っている。 

・廃プラについては手洗い等して、固形燃料化して処理できるよう心掛けて

いる。また、内側はプラスチック、外側は紙製の容器を一部使用すること

で、プラスチックの使用削減に努めている。 

・脱炭素活動の一環として、配送先を考慮した運送便の選択や、運搬距離に

見合った移動手段を選択するようにしている。 

・廃油、エコキャップ、ペットボトルの分別や裏紙使用、両面印刷、書類の

データ化など、幅広く取り組んでいる。 

 

認定履歴 
H28、29、30、

R05(シルバー) 

所 在 
東山区問屋町通五条下る上人町

４３３ 

業 種 食品製造業 

規 模 

従業員      ８５人 

敷地面積  １，１９４㎡ 

延床面積  ２，０８２㎡ 

株式会社半兵衛麸のページ 

（外部リンク） 

https://www.hanbey.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07009 】 
  

 

 

サンコール株式会社 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
金属精密塑性加工技術を駆使した、自動車関連部品、光通信機器部品、電子・

情報機器部品等の製造 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・廃棄物の分別を徹底するため、排出場所にごみ分別表を掲示しており、社

内掲示板にも定期的に最新版を掲示している。 

・部署ごとに識別番号を割り振っており、排出されるごみ袋に明記している。 

そうすることで、排出量の把握もでき、分別に誤りがあれば、該当部署に

是正依頼し、再発防止にも努めている。 

・廃油を工業製燃料や再生油として再生利用し、汚泥を路盤材等に再生して

いる。 

・廃プラ（ビニール袋）の有価物化への移行を進めており、廃棄量の削減に

取り組んでいる。 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・廃棄物の研修や啓発活動を階層別教育に位置付け、社員に対して積極的に

行っている。 

・イラストや写真により廃棄物分別方法を明示し、不具合があれば都度、な

くても3か月に1回、見直しを行っている。 

・廃樹脂やプラスチックケースはリサイクルをしており、また、一部の廃グ

リスを埋立処分から再生処分に変更するなど、資源循環に積極的に取り組

んでいる。 

・再生可能エネルギー利用の一環として、令和6年2月から太陽光発電を導

入し、脱炭素にも取り組むなど業務全般にわたり環境問題に対して取り組

んでいる。 

 

認定履歴 
H30、R01、02、

05(シルバー) 

所 在 右京区梅津西浦町１４ 

業 種 金属製品製造業 

規 模 

従業員     ３１６人 

敷地面積 ３７，０８９㎡ 

延床面積 ３５，５９８㎡ 

サンコール株式会社のページ 

（外部リンク） 

https://www.suncall.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7010 】 
  

 

 

株式会社タナカ善 

 

 

 

＜事業場記載欄＞ 

事業概要 

金属・プラスチック加工などの製造業者への機械販売、機械に関連して使用

する切削工具消耗品等、工場内で使用するあらゆるものを取り扱い提供す

る、機械工具の専門商社 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・適正な分別及び社外からのごみの持込みの抑制に取り組んでいる。 

・商品納品時の緩衝材を廃棄するのではなく、出荷時に再利用するように心

がけている。 

・ペットボトルのラベルは剝がしてプラ資源として分別を徹底。また、そも

そものラベルごみを減らすために、商自社利用の飲料品は、ラベルなしの

ものを購入するようにしている。 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・排出ごみを徹底的に分別できるよう、視覚的に分かりやすいように、屋内

外問わず排出ごみ分類についての掲示物を貼付している。 

・コピー用紙について、社外提出書類以外は裏紙を使用し、両面使用した紙

は、機密書類以外は雑紙としてリサイクルし、機密書類はシュレッダー後、

袋詰めしてリサイクルしている。 

・届出関係の電子化、電子FAXの導入等により、紙ごみ削減に努めている。 

・廃プラに分類される廃棄物は、適正に処理している。 

・適正な分別及び社外からのごみの持込み抑制に取り組んでいる。 

・KESステップ1を取得しており、エコドライブ推進事業所登録もなされ

ている。 

 

認定履歴 
R01、02、03、

R05(シルバー) 

所 在 伏見区竹田松林町５５ 

業 種 卸売業 

規 模 

従業員      ２６人 

敷地面積    ８８７㎡ 

延床面積    ８９１㎡ 

株式会社タナカ善のページ 

（外部リンク） 

http://www.tanakazen.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07011 】 
  

 

 

エフ・ピー・ツール株式会社 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
世界中のお客様に、高品質、高性能な製品を提供し、ものづくり産業の発展

に貢献しているリーマ専業メーカー 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・資材調達でグリーン製品の購入促進を心がけており、関連会社との取引で

は、ダンボール箱からリターナブル容器へ変更して使用し、工場内で生じ

る廃油も、リサイクル可能な油は有価物として回収してもらう等、廃棄物

削減に取り組んでいる。 

・新たに廃棄物の再生利用（リサイクル）に関して取り組みを計画しており、

現在RPF固形燃料の主原料となる為の廃プラスチック類の分別を始めてい

る。 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・ISO14001認証を取得している。 

・3R 等に関する新入社員研修や意識啓発、社内緑化の実施など、環境問題

に対して高い意識を持って取り組んでいる。 

・社員全員が環境教育を通じて分別を徹底するなど、廃棄物の発生抑制と有

価物化への取組を重視している。 

・紙ごみの分別はもちろんのこと、電子化による削減等にも努めている。 

・事務用品などは、環境に配慮された製品を積極的に購入、使用するように

している。 

・太陽光発電を導入し、キュービクルも最新のものに交換するなど、環境負

荷低減の取組を進めている。 

 

認定履歴 
H28、29、30、

R05(シルバー) 

所 在 右京区太秦野元町１２－５ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ７９人 

敷地面積  ４，６８３㎡ 

延床面積  ４，１９０㎡ 

エフ・ピー・ツール株式会社のページ 

（外部リンク） 

http://www.fptools.com/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7012 】 

 

 

 

ロイヤルホームセンター株式会社 ロイヤルプロ醍醐店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 

工具・金物・塗料・資材を主体とした「ホームインプルーブメント・ホ

ームソリューション・ホームインストレーション」を提供するホームセ

ンターの運営  

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・事業活動で消費するエネルギーを 100％再生可能エネルギーで賄う

「RE100」に特に注力し、2023 年度より再生可能エネルギー利用率

100%達成を目指している。 

・施設の照明・空調等の設備を高効率なものに切り替えるなど、消費エ

ネルギー削減にも取り組むことで、環境への負荷軽減に貢献している。 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・廃棄物分別マニュアルを作成し、廃プラについては、品質ごとに細か

く適正な分別を行っている。廃プラは可能な限りリサイクルし、マテ

リアルリサイクル等が難しい場合でも極力RPF化するよう努めている。 

・会社全体として RE100(再生可能エネルギー100%)の推進、再エネ電力の

導入により、令和5年4月からCO2排出量ゼロを達成している。 

・全社環境推進会議を 3 か月に 1 回行うなど環境問題について高い意識

を持ち外部にも、ホームページで情報を発信している。 

・従業員に対してエコ検定資格取得を推奨し、更なる取得者の増大に向

けて、現在取組を強化している。 

 

認定履歴 R05、06 

所 在 伏見区醍醐合場町２３ 

業 種 卸売業、小売業 

規 模 

従業員       ２６人

敷地面積 ５，５６２．０７㎡ 

延床面積 ２，８７１．６０㎡ 

ロイヤルホームセンター株式会社 ロイヤルプロ醍

醐店のページ  （外部リンク） 

https://www.royal-hc.co.jp/
https://www.royal-hc.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０７０１３ 】 

   

学校法人大和学園  

  京都ホテル観光ブライダル専門学校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
「ホテル・観光・ブライダル」の専門学校と専門学校が運営するクッキ

ングスクール 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・2R及び分別リサイクル活動優良事業所認定 

・京都市発行の「雑がみ図鑑」の理解と、わかり易い POP で分別ポイン

トを訴求 

・ペーパーレス会議、ペーパーレス授業、電子決済、ネット発注等によ

りペーパーレス化を加速（令和2年から令和6年にかけて約 38万枚の

コピー用紙削減） 

・通い箱、ハンガー納品等、物流におけるリユース容器を利用 

・学生が運営するレストランで完全予約、コース選択制にすることによ

り食べ残し、食品ロス削減を行い、京都市食べ残しゼロ推進店舗認定 

・エアコンの消費電力を徹底したデマンド管理をすることにより省電力

化に努める 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・徹底したデマンド管理によりエアコンの消費電力を抑えるなど、環境

に配慮した取組を行っている。 

・コピー機の使用枚数管理を徹底し、削減実績を上げている。 

・ごみ箱に廃棄物の品目を記載、貼付して、分別を徹底している。 

 

認定履歴 R06 

所 在 
中京区河原町二条下ル下丸屋町

３９６－３ 

業 種 教育、学習支援業 

規 模 

従業員 40 人（その他：非常勤

講師等31人、学生197人） 

敷地面積   ８２８．７５㎡ 

延床面積 ４，３９６．４７㎡ 

学校法人大和学園 京都ホテル観光ブライダル専門

学校のページ （外部リンク） 

https://www.kyoto-carriere.ac.jp/
https://www.kyoto-carriere.ac.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07014 】 

 

学校法人大和学園 

  京都調理師専門学校 京都製菓製パン技術専門学校 

 

 

 

＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
調理師および製菓衛生師養成施設として社会で活躍できる職業人材の養

成と食文化の発展・普及活動を実施 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・2R 及び分別・リサイクル活動優良事業所及び「京都市食べ残しゼロ推

進店舗」の認定 

・食品ロス削減レシピコンテストを開催し、食材を無駄にしない環境づ

くりや建物全館 LED 化、環境対応車の導入、併設レストランの車での

来店禁止など、環境に配慮した取組 

・ペーパーレス会議、裏紙の使用や一部教材の WEB 化など紙ごみ削減活

動、ごみ箱に廃棄物の品目や詳細な説明を記載したものを貼付するこ

とによる徹底した分別の実施 

・食料品残渣のうち、有用性のある一部のものについては、食品ロス削

減の観点から、京都市動物園に寄付 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・食品ロス削減レシピコンテストの開催により食材を無駄にしない環境

に配慮した取組を実施している。 

・建物全館 LED 化、環境対応車の導入、併設レストランの車での来店禁

止など、環境に配慮した取組を行っている。 

・ペーパーレス会議開催等による紙ごみ削減活動やごみの徹底した分別

を行っている。 

・食料品残渣であっても、有用性のあるものについては、食品ロス削減

の観点から京都市動物園に寄付している。 

 

認定履歴 R06 

所 在 右京区太秦安井西沢町４－５ 

業 種 教育、学習支援業 

規 模 

従業員 ８０人（その他：非常勤

講師等20人、学生 650人） 

敷地面積  ８，７７４．３２㎡ 

延床面積 ８７，４６１．６４㎡ 

京都調理師専門学校のページ  京都製菓製パン技術

専門学校のページ （外部リンク） 

https://www.kyoto-chorishi.ac.jp/
https://www.kyoto-seikagijyutsu.ac.jp/
https://www.kyoto-seikagijyutsu.ac.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07015 】 
  

 

 

三洋化成工業株式会社 桂研究所 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
生活・健康産業、石油・輸送機、プラスチック、繊維、情報・電気電子、環

境・住設産業の化学品の開発・製造 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・少量、少数、正確な実験の推進により、廃棄物の排出を抑え、分別とリサ

イクル処理を徹底している。 

・令和2年6月から電子マニフェストを導入し、ペーパーレス会議の推奨や

申請書類の電子化等を推進している。 

・2R及び分別・リサイクル活動優良事業所の永年認定を受けている。 

・太陽光パネルの設置や蛍光灯の間引き、LED 蛍光灯への切替や屋上・オ

フィスの緑化など、様々な環境負荷の低減に取り組んでいる。 

・実験台、実験器具、オフィス家具のリユース情報を社内に発信している。 

・マイボトルの推奨や、プラスチックカップ・マドラーなどの使用停止、プ

ラスチック容器の再利用など、プラスチックの3Rにも取り組んでいる。 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・2R及び分別・リサイクル活動優良事業所の認定を受けている。 

・食堂の食数を限定し、食べ残しの削減に取り組んでいる。 

・分別、リサイクルを徹底して行っている。 

・太陽光パネルの設置や屋上及びオフィスの緑化、蛍光灯の間引きや LED

照明への切換、運搬距離を考慮した仕入れ業者の選定等により、環境負荷

の低減に取り組んでいる。 

・プラ容器の再利用やプラカップ・マドラーの使用停止、マイボトルの推奨

など、プラスチックの3Rに積極的に取り組んでいる。 

 

認定履歴 
R01、02、03、

R05(シルバー) 

所 在 西京区御陵大原１－４０ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員     １４４人 

敷地面積  ６，０７７㎡ 

延床面積  ６，５３８㎡ 

三洋化成工業株式会社 桂研究所のページ 

（外部リンク） 

https://www.sanyo-chemical.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7016 】 
  

 

 

大槻工業株式会社 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 ポリエステルフィルムを主体とするその他フィルムへの表面処理加工業 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・環境に対する影響を常に認識し、環境汚染予防を推進している。 

・KES ステップ 2 基準を遵守、廃プラ･廃液･廃ウエス削減を徹底管理、数

値化し、目標達成を継続。積極的分別を念頭に、PETボトルやアルミ缶の

洗浄･分別を敢行、再資源化を促進している。 

・裏紙使用によるコピー用紙削減を励行、再生可能な紙類を分別している。 

・特別管理産業廃棄物に関し、保管場所に標識を掲げ、適正に保管するとと

もに、運搬･廃棄･処理に至るまで、一貫管理を徹底している。 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・KESのステップ2を取得している。 

・マニフェスト受領の都度、状況を確認及び記帳し、適切に管理している。 

・廃プラについて、分別を徹底し、燃料化できるものは、可能な限りサーマ

ルリサイクルを図るようにしている。 

・直射日光と寒さを遮断する断熱材の役割を持たせるため、屋上で緑化活動

を行っている。 

・事業所内の緑化を推進することで、環境負荷の低減に取り組んでおり、令

和５年５月からから、KES京の生きもの・文化協働再生プロジェクトに参

入している。 

・電気等の使用量を従業員全体で共有することにより、省エネにも取り組ん

でいる。 

 

認定履歴 
R03、04、

05(シルバー) 

所 在 右京区太秦野元町１２－５ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ２７人 

敷地面積  ４，５１７㎡ 

延床面積  ２，３１２㎡ 

大槻工業株式会社のページ 

（外部リンク） 

https://www.ohtsuki-kougyo.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07017】 
 

 

 

株式会社広瀬製作所 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
産業機器向けの板金加工部品（半導体装置、医療機器や画像処理装置な

ど）の製造 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・自社用の段ボール通い箱を製作して、客先から通い箱の返却をお願い

することで、段ボール箱の製作低減を行っている。 

・分別を徹底するために、ゴミ箱を一般廃棄物、ペットボトル・ビン・

空き缶、廃プラ用のゴミ箱と分けて配置して、従業員の分別の意識を

高めている。 

 

 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・ISO14001を取得している。 

・裏紙としての再利用やファックスのデータ化により、コピー用紙の削

減を行っている。 

・包装の簡素化や通い箱の利用により、廃棄物の発生を抑制している。 

・デマンド装置による電力のコントロールを行うことにより、省エネに

取り組んでいる。 

・社員1人につき年間12件の職場における改善案を目標として提出され

る案を、社員全員で共有して実践している。 
 

認定履歴 
R03、04、

R05(シルバー) 

所 在 南区吉祥院石原開町１０－１ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ２４人 

敷地面積  １，７８１㎡ 

延床面積  １，１８８㎡ 

株式会社広瀬製作所のページ 

（外部リンク） 

https://www.hirose-kyoto.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07018 】 
 

 

 

株式会社 Super Energie Connection 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 自動車電装整備業 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・可能な限りリサイクルするため、「プラごみの分別」と「ペットボト

ルの分別」に注力している。 

・「プラごみ」の分別については、ごみ箱にプラごみの種類を例示し、

分別を分かりやすくしている。 

・「ペットボトルの分別」については、キャップとラベルと本体との分

別方法を分かりやすくするため、図解したものを廃棄場所に掲示し、

中身が汚れていたり、分別できていないものがないかをチェックして

いる。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・KES 活動のため、各部門よりメンバーを選出し、ごみ分別の励行、

資源の節約、再活用及び、再生可能エネルギーの利用を推進している。

その中で、2017年にステップ1、2023年にステップ2認証を取得し、

また、緑化活動にも取り組んでいる。 

・緩衝材や箱については、メーカーから搬入された際に使用されていた

ものを保管しておき、再利用することで、リユース・リデュースに取

り組んでいる。 

・自家消費型太陽光発電システムを設置することにより、再生可能エネ

ルギーの利用を推進している。 
 

認定履歴 
R03、04、 

05(シルバー) 

所 在 南区上鳥羽南鉾立町１４－１ 

業 種 サービス業 

規 模 

従業員      ２８人 

敷地面積    ８２６㎡ 

延床面積  １，７２０㎡ 

株式会社Super Energie Connectionのページ 

（外部リンク） 

https://sugie-denki.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07019 】 
 

 

 

 

株式会社川島織物セルコン 本社 市原事業所 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
インテリア・室内装飾織物などの製造販売・室内装飾工事及び呉服・美 

術工芸織物などの製造販売 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・廃掃法を遵守し、廃棄物管理（保管場所明示、分別、識別等）電子マ

ニフェストの導入（処分先管理、許可証、処分場情報管理）を継続し

て実施。 

・2R 及び分別・リサイクル活動優良事業所の永年認定を受けている。 

・金属・古紙等の再資源化に加え、広域認定取得によるケミカルリサイ

クルや床材循環システム「e-RECYCLED」を活用し、プラスチック資源

循環の促進を図っている。 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・ISO14001認証の取得、エコ京都21の認定、従業員への環境検定受験の

奨励等様々な環境活動に取り組んでいる。 

・市原活性化プログラムとして残糸を使用したワークショップを開催し、

地域活動にも貢献している。 

・雑がみ図鑑、燃やすごみ、廃プラ等の一覧表を構内ごみ箱に貼付する

ことで、より細かく正確な分別を行っている。 

・パリ協定に整合する国際的イニシアチブである“SBT”認定を取得する

など、LED ライトへの変更やサプライチェーン全体で CO2 排出量削減

に取り組んでいる。 

・2010 年に業界初のエコ・ファースト企業に認定され、エコ・ファース

ト推進協議会の一員として、小・中学生の環境意識向上を目的とした

「エコとわざ」コンクールに企業賞を提供するなど、環境啓発活動を

積極的に行っている。 
 

認定履歴 R06 

所 在 左京区静市市原町２６５ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員     １８０人 

敷地面積 ４３，３８１㎡ 

延床面積 ２３，１３５㎡ 

株式会社川島織物セルコン 本社 市原事業所のページ

（外部リンク） 

https://www.kawashimaselkon.co.jp/
https://www.kawashimaselkon.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07020 】 
  

 

 

京セラ株式会社 京都伏見事業所 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 宝飾品の製造、セラミック製キッチングッズのアフターサービス 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・金属の混合廃棄物は、可能な限り金属(有価物)を分離して金属の種類毎に

分別回収し、リサイクルの効率化に配慮している。 

・廃プラの中でも、製造に伴う汚れが多いものと、汚れが少ないものとの分

別を徹底するなど、適正処理に配慮した取組を行っている。 

・廃プラの性状に合わせ、固体燃料化、熱回収、焼却灰を路盤材やセメント

原料として再利用している。 

・ダンボール、コピー用紙は一般廃棄物とせず、リサイクル業者に処理委託

している。 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・ISO14001認証を取得している。 

・環境負荷低減の取組として、LED照明への転換、新型エアコンへの更新、

近距離産廃処理業者への処理委託、緑化活動の推進等を行っている。 

・商品包装の見直しや、簡易包装への変更など、廃棄物の削減に取り組んで

いる。 

・汚れの多い廃プラは、写真や成分表を処理業者に共有し、相談しながらそ

の品目の判断を随時行っている。 

・廃棄物置場はきれいに整理されており、分別の細分化も徹底している。 

 

認定履歴 
H30、R01、02、

05(シルバー) 

所 在 伏見区久我本町１１－１７ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ４８人 

敷地面積  ４，１２３㎡ 

延床面積  ２，９３１㎡ 

京セラ株式会社 京都伏見事業所のページ 

（外部リンク） 

https://www.kyocera.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07021 】 
 

 

 

 

GOOD NATURE HOTEL KYOTO(株式会社ビオスタイル) 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 ホテル業 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・客室シャンプー類は使い捨てミニボトルではなく、ポンプ式の      

詰め替え可能容器を使用している。 

・使い捨てプラスチックアメニティ（歯ブラシ、ヘアブラシ、髭剃り）

を客室に設置していない 

・客室にロゴ入りショッピングバッグを設置して、それを使ってのお買

い物を推奨している。 

・客室内にはペットボトルの代わりに缶で飲料の提供をしており、タン

ブラーを置いて繰り返し使用してもらうようにしている。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・京都市２R特別優良事業所の認定を受けている。 

・食品ロス対策の取組として、コンポストを設置して生ごみの堆肥化を

している。堆肥は滋賀県に運ばれ、米作りの肥料としている。収穫し

た米はホテル内レストランや併設店で消費、販売している。 

・建物内の中庭吹き抜けの壁面緑化(1,000㎡)を行っている。 

・裏紙を使用し紙ごみの削減を行っている。 

 

所 在 
京都市下京区河原町通四条

下ル2丁目稲荷町318番6 

業 種 宿泊業、飲食サービス業 

規 模 

従業員       ３２人 

敷地面積   ２,１２８㎡ 

延床面積  １０,５８０㎡ 

GOOD NATURE HOTEL KYOTO(株式会社ビオス

タイル)のページ 

（外部リンク） 

https://goodnaturehotels.com/ja/home-ja/
https://goodnaturehotels.com/ja/home-ja/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07022 】 

 

 

ロイヤルホームセンター株式会社  

ロイヤルプロ京都横大路店 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
工具・金物・塗料・水道・電材・資材・ワークウエアを主体としたホー

ムセンター事業 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・ゴミの分別を意識しており、ごみ箱を数種類に分け、ごみの種類ごと

にイラスト入りのポップをつけて従業員の分別意識を高めている。 

・修理対応に力を入れており、製品寿命の延長や廃棄物の抑制にも貢献

することで3R推進を行っている。 

・設置している古紙回収ボックスはお客様、また地域住民様に好評とな

っている。 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・廃棄物分別マニュアルを作成し、廃プラについては品質ごとにより細

かく適正な分別を行っている。 

・会社全体として RE100(再生可能エネルギー100%)の推進、再エネ電力の

導入により、令和５年４月からCO2排出量0を達成している。 

・全社環境推進会議を３か月に１回行うなど環境問題についての意識啓

発とホームページでの情報提供を行っている。 

・従業員に対してエコ検定資格取得を推奨しており、更なる取得者の増

大に向けて、現在取組を強化している。 

 

認定履歴 R06 

所 在 伏見区横大路天王前９－１ 

業 種 卸売業、小売業 

規 模 

従業員      ４３人 

敷地面積９，９１７．３４㎡ 

延床面積３，７２５．５０㎡ 

ロイヤルホームセンター株式会社 ロイヤルプロ

京都横大路店のページ （外部リンク） 

https://www.royal-hc.co.jp/
https://www.royal-hc.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07023 】 
  

 

 

ミヅシマ工業株式会社 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 環境美化製品（玄関マット・樹脂製溝蓋・ベンチ等）の製造・卸売 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・一覧表や掲示物を活用することで、廃棄物分別を徹底しており、排出量の

把握や削減に努めている。 

・廃棄物収集運搬・処分業者一覧表を作成し、契約書・許可証期限を適正に

把握している。 

 

 

 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・開発、生産、調達の各部門で環境管理グループを構成し、環境マネジメン

トシステムの国際規格である ISO14001認証の取得や、社内研修等に取り

組んでいる。 

・廃棄物の発生量を部署ごとに計量し、記録している。 

・梱包材や過重梱包の見直しを行い、廃プラ削減に努めている。 

・リサイクル材を使用した製品製造に取り組んでいる。 

・環境負荷低減製品の開発を積極的に行っており、マットなど、樹脂部分だ

け交換可能な商品を開発・販売し、リデュース等に貢献している。 

・小、中学生の工場見学を受け付けている。 

・電灯の間引き及び LED化の検討を行い、環境負荷低減に貢献している。 

 

認定履歴 
H29、30、R01、

R05(シルバー) 

所 在 南区久世築山町３８０－２ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ２６人 

敷地面積  ６，５２８㎡ 

延床面積  ６，４０３㎡ 

ミヅシマ工業株式会社のページ 

（外部リンク） 

https://www.mizushima21.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7024 】 
 

 

 

株式会社田中電機製作所 

 
 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 分電盤・制御盤・キュービクル式高圧受電設備等の設計・製造・販売 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・ごみの分別はもちろんのこと、有価で引き取ってくれるリサイクル

業者を可能な限り探して、廃棄物を減らしている。 

また、なるべく無駄が出ないように、配線の際には、ゲージを利

用するなどして、不要な廃電線を減らしており、例えば、交換した

古い部品や、社内在庫で年月が経過して使えなくなった部品・廃電

線・銅帯・鉄くずは、リサイクル業者に持って行き、引き取っても

らうようにしている。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・KESステップ 1を取得している。 

・会社の緑化活動を推進することにより、環境負荷の低減に取り組ん

でいる。 

・省電力活動として、不要時の消灯等を行うとともに、電気使用量の

見える化も行い、省エネに取り組んでいる。 

・廃プラについて、分別を徹底しており、そのようにして分別された

ものは、可能な限り固形燃料化されている。 

・緩衝材付きのクッション封筒などは、緩衝材部分を切り取るなどし

て分別を徹底している。 
 

認定履歴 
R03、04、

R05(シルバー) 

所 在 伏見区治部町１２２ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ３４人 

敷地面積  ４，０７７㎡ 

延床面積  ２，４１６㎡ 

株式会社田中電機製作所のページ 

（外部リンク） 

https://www.tanakaew.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07025 】 
  

 

 

ホテル日航プリンセス京都 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 ホテル、レストラン、宴会場、結婚式場、その他関連施設の経営 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・生ごみ処理機にて処分できない生ごみをバイオガス発電設備に処分委託

し、その生ごみから肥料を製造。協力農場にて有機米栽培に活用し、その

有機米を当ホテル社員食堂にて消費している。この活動が評価され、監督

官庁にて「リサイクル・ループ事業所」の認定を受ける。 

 

 

 

 

＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・廃油は有価売却により再資源化に取り組んでおり、バイオディーゼル燃料

に加え、再生航空燃料「SAF」にも活用されている。 

・カトラリー・アメニティー類は、高純度のとうもろこし由来のバイオマス

プラ製品を使用している。 

・高度な処理ができる生ごみ処理機を敷地内に設置し、産業廃棄物だけでな

く、一般廃棄物の排出量削減にも取り組んでいる。 

・生ごみ処理機では処分できない硬い生ごみについては、平成30年からバ

イオマス発電施設に処分委託することで、結果的にCO2発生量ゼロを達

成している。また、副産物の消化液が優秀な農業用液肥になり、近隣の協

力農場で有機米栽培に活用され、栽培されたお米を購入し、社員食堂で消

費している。この食品リサイクル・ループの取組が評価され、厚生労働・

農林水産・環境大臣の認定を取得した。 

 

認定履歴 
H30、R01、02、

05(シルバー) 

所 在 下京区烏丸高辻東入高橋町６３０ 

業 種 宿泊業、飲食サービス業 

規 模 

従業員     １９６人 

敷地面積  ２，７９１㎡ 

延床面積 ２１，７７３㎡ 

ホテル日航プリンセス京都のページ 

（外部リンク） 

https://www.princess-kyoto.co.jp/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 07026 】 
 

 

 

株式会社ダイエー グルメシティ北山店 

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
イオングループのスーパーマーケットとして北区紫竹にあり、1984年

より、御愛顧いただいている近隣の皆様にサービスを提供 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・グルメシティ北山店では、持続可能な開発目標「SDGs」の達成に向

けた取組の一環として、商品を通じた食品ロスの削減や、食を通じ

た地域貢献、脱プラスチックに向けた取組を推進している。 

・食品廃棄が発生しないよう、発注や製造、販売の工夫を行い、フー

ドドライブは、専用回収ボックスを設置している。また、無料配布

しているプラスチック製のスプーン・フォーク等のカトラリー類を、

紙や木製に変更している。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・省エネ・省資源を推進することを環境方針の中でうたっており、環

境リーフレットを作成している。 

・環境方針や店舗ごとの環境目標を記載した名刺サイズのカードを従

業員全員が携帯し、いつでも確認できるようにすることにより、環

境問題への意識啓発を行っている。 

・計画的な仕入れによる食品ロスの削減に取り組んでいる。 

・フードドライブを実施し、余剰食品の廃棄ロスを削減している。 

・AIによる発注支援システムの導入により、発注量の適正化や天候等

状況に応じた惣菜などの製造量をコントロールすることで、適切な

在庫管理を行い、食品ロス削減等に大きく貢献している。 
 

認定履歴 
R03、04、

05(シルバー) 

所 在 北区紫竹西大門町３４ 

業 種 小売業 

規 模 
従業員      ７５人 

売場面積  ２，４４２㎡ 

株式会社ダイエー グルメシティ北山店のページ 

（外部リンク） 

https://www.daiei.co.jp/stores/d0839/


   さんぱい適正処理・３Ｒ推進事業場【 ０7027 】 
 

 

 

ソラリア西鉄ホテル 京都プレミア  

 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 ホテル業・客室・レストラン運営 

さんぱい適正処

理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・コピー用紙削減のため、宿泊台帳の電子化や、お客様到着時の館内案内

配布を部屋置きに変更するなど、ペーパーレスを推進している。 

・使い捨て製品の仕様抑制・削減のため、連泊客室清掃を 2日に 1回行う

エコ清掃の実施、個包装シャンプー等をボトルタイプに変更、アメニテ

ィバーの設置（客室アメニティの常設の廃止）等に取り組んでいる。 

・客室内のミネラルウォーターボトルを廃止し、客室フロア各階へウォー

ターサーバーを設置している。 

 

 ＜京都市の講評＞ 

調査の結果等に

関すること 

・連泊している客室の清掃を 2日に 1回とするエコ清掃の実施や、客室に

常設していたアメニティーをロビーに設置し、必要な分だけお客様が取

るシステムに変更することで、使い捨て製品の使用を抑制・削減するな

ど、環境に配慮した取組を行われている。 

・一部プラアメニティーを環境に配慮した素材（竹）を使ったものに変更。 

・宿泊台帳の電子化や、お客さま毎に配布していた紙のインフォメーショ 

ンを廃止する等によりペーパーレス化を推進し、現在は、客室テレビで 

案内を見るシステムに変更している。 

・大浴場や各部屋から出たごみについては、保管庫に行くまでに、従業員

が可能な限り分別を行い、適正処理に努めている。 
 

認定履歴 
R03、04、

05(シルバー) 

所 在 中京区上大阪町５０９ 

業 種 宿泊業、飲食サービス業 

規 模 

従業員      ７７人 

敷地面積  ２，１２７㎡ 

延床面積  ９，５９５㎡ 

ソラリア西鉄ホテル 京都プレミアのページ 

（外部リンク） 

https://nnr-h.com/solaria/kyoto_p/



